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流
行
唄
か
え
歌
一
枚
摺
貼
り
込
み
帖

紹
介

（
大
津
絵
節
摺
り
物
貼
込
帖

甲
雑
一
七
三
）

梅
花
女
子
大
学

荻
田

清

一
、
は
じ
め
に

幕
末
・
明
治
初
期
の
流
行
唄
替
え
歌
の
一
枚
摺
類
、
三
十
枚
が
一
括
し
て
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
種
の
一
枚
摺
に
関
心
を
も
つ
利
用
者
の
一
人
と
し
て
、
喜
ば
し
い
か

ぎ
り
で
あ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
「
上
方
の
咄
家
と
天
保
・
幕
末
期
の
流
行
唄
（
下
）
ー
一
枚
摺
を
中
心
に

ー
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
九
十
三
号
、1

9
8

6
.4

）
を
執
筆
し
た
。
肥
田
晧
三
氏
の
ご
教
示
に
負
う
と
こ
ろ

大
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
そ
の
時
点
で
確
認
で
き
た
咄
家
の
作
・
調
に
な
る
一
枚
摺
の
一
覧
を
掲
げ
て
お

い
た
。
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
も
の
で
は
、
「
大
阪
役
者
の
追
福
面
影
」
「
浪
花
趣
味
は
り
ま
ぜ

帳
」
「
保
古
帖
」
か
ら
抽
出
し
て
使
用
し
た
。

あ
れ
か
ら
二
十
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
間
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
、
ご
教
示
が
あ
っ
た
り
、
自
身
入
手
し

た
り
、
古
書
目
録
で
見
た
り
し
て
、
一
覧
の
増
補
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
改
稿
し
て
本
に
ま
と
め
よ
う

と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
今
回
の
一
枚
摺
群
の
出
現
で
あ
る
。

筆
者
の
関
心
は
流
行
唄
そ
の
も
の
よ
り
、
そ
こ
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
芸
能
、
殊
に
咄
家
や
役
者
に
あ

る
。
そ
の
視
点
か
ら
と
な
る
が
、
全
三
十
枚
を
内
容
で
分
類
し
な
が
ら
、
簡
略
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

二
、
咄
家
の
流
行
唄
替
え
歌

咄
家
の
関
与
し
て
い
る
も
の
が
、
七
枚
あ
る
。
桂
文
枝
が
三
枚
、
笑
福
亭
松
鶴
が
二
枚
、
林
家
菊
丸
が

二
枚
で
あ
る
。
文
枝
の
も
の
か
ら
み
て
み
よ
う
。

（
３
）
中
の
芝
居
に
て

坂
東
彦
三
郎
法
界
坊

大
津
画
ぶ
し

桂
文
枝

作

芳
滝
画

縦
二
六
・
二
糎
×
横
一
八
・
八
糎

多
色
摺

明
治
二
年
八
月
中
の
芝
居
（
座
本
・
実
川
延
吉
）
、
「
隅
田
川
続
俤
」
に
お
い
て
、
五
代
目
坂
東
彦

三
郎
の
法
界
坊
の
霊
が
荵
売
り
と
な
っ
て
、
す
っ
ぽ
ん
か
ら
登
場
す
る
図
を
描
き
、
歌
詞
も
そ
れ
を

詠
み
込
む
。
年
代
が
明
瞭
な
の
で
、
こ
の
桂
文
枝
は
初
代
文
枝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
記
拙
稿
で

は
、
こ
の
人
の
前
に
文
枝
が
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
通
説
に
よ
る
。
こ
の

人
の
弟
子
に
文
枝
の
四
天
王
と
呼
ば
れ
る
咄
家
が
出
て
、
今
日
の
上
方
落
語
に
つ
な
が
る
大
元
を
築

い
た
人
で
あ
る
。
文
枝
作
の
こ
の
種
の
一
枚
摺
は
こ
れ
ま
で
多
く
は
見
て
お
ら
ず
、
殊
に
貴
重
な
も
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の
と
い
え
よ
う
。
画
師
の
芳
滝
は
一
養
亭
（
笹
木
）
芳
滝
、
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
夥
し
い
役
者
絵
を
残
し
た
浮
世
絵
師

で
あ
る
。
拙
稿
「
芳
滝
画
「
三
府
役
者
顔
似
世
大
見
立
」
を
め

ぐ
っ
て

…
…
…
芳
滝
・
大
見
立
・
八
尾
善
…
…
…
」
（
『
浮

世
絵
芸
術
』
１
４
６
号
）
や
「
大
阪
の
浮
世
絵
師
ー
一
養
亭
芳

滝
」
（
『
懐
徳
』
７
５
号
）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
当
時

の
歌
舞
伎
界
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

（
２
）
五
代
目
嵐
璃
寛

大
津
画
ぶ
し

桂
文
枝

戯
作

画
師
名
な
し

縦
一
九
・
○
糎
×
横
二
五
・
六
糎

多
色
摺

慶
応
三
年
八
月
中
の
芝
居
（
座
本
・
実
川
延
吉
）
、
「
色
競
秋
七
草
」
「
播
州
皿
屋
舗
」
。
皿
を
前

に
し
た
、
嵐
璃
寛
の
お
菊
が
描
か
れ
る
。
な
お
、
璃
寛
を
こ
こ
で
は
「
五
代
目
」
と
す
る
が
、
『
歌

舞
伎
俳
優
名
跡
一
覧
』
（
国
立
劇
場
調
査
資
料
課
編
）
で
い
う
「
四
代
目
」
。
二
代
目
嵐
吉
三
郎
の

俳
名
璃
寛
を
璃
寛
の
初
代
と
し
て
数
え
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
り
、
こ
う
し
た
例
は
多
い
。
明
治
前

期
の
大
阪
の
歌
舞
伎
界
に
、
二
代
目
尾
上
多
見
蔵
と
と
も
に
君
臨
し
た
役
者
の
、
襲
名
時
の
摺
物
と

い
え
よ
う
。

（
１
）
中
の
芝
居
に
て

二
人
道
成
寺

大
津
画
ふ
し

桂
文
枝

調

午
の
初
春
雪
の
朝

芳

滝
酔
筆縦

二
六
・
○
×
横
三
七
・
四
糎

多
色
摺

明
治
三
年
正
月
中
の
芝
居
（
座
本
・
実
川
延
吉
）
、
「
色
競
二
人
道
成
寺
」
の
嵐
璃
寛
・
坂
東
彦
三

郎
を
凧
に
描
く
。
「
東
京
で
染
た
紫
（
彦
三
郎
）
と
。
浪
花
に
咲
し
橘
（
璃
寛
）
と
。
色
香
く
ら
ぶ

る
道
成
寺
」
と
詠
み
込
む
。
「
酔
筆
」
と
は
い
い
な
が
ら
芳
滝
の
絵
も
豪
華
で
、
紹
介
す
る
三
十
枚

の
中
随
一
の
一
枚
摺
で
あ
ろ
う
。

次
に
笑
福
亭
松
鶴
の
も
の
を
見
よ
う
。
松
鶴
作
の
二
枚
は
、
ど
ち
ら
も
「
尽
し
物
」
の
戯
作
で
、
内
容

か
ら
年
代
推
定
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
初
代
松
鶴
の
没
年
は
慶
応
二
年
説
と
三
年
説
が
あ
り
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
種
の
一
枚
摺
の
最
盛
期
に
あ
た
る
。
二
代
目
も
唄
本
を
残
し
て
お
り
、
厳
密
に
い
え
ば
初
代
の
作
か

二
代
目
の
作
か
判
別
し
が
た
い
が
、
「
二
代
目
」
と
断
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
初
代
と
判
断
し
て
よ
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
松
鶴
の
「
大
津
絵
ふ
し
」
は
有
名
で
、
比
較
的
多
数
現
存
し
て
い
る
（
拙
稿
「
松
鶴
戯

作
一
枚
摺
の
流
行
唄
」
『
藝
能
懇
話
』
十
一
号
）
。

（
８
）
半
尽
し

大
都
絵
ぶ
し

笑
福
亭
松
鶴

作

貞
廣
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縦
一
八
・
二
糎
×
横
二
五
・
○
糎

多
色
摺

浮
世
絵
師
貞
廣
が
描
く
、

ば
く
は
ん

麦
飯
を
掻
き
込
む
職
人
風
の
男
の
絵
が
、
興
味
深
い
。
年
代
が
明
確
で
は

な
い
が
、
「
大
津
絵
ふ
し
」
の
流
行
期
は
安
政
以
降
で
あ
り
、
初
代
貞
廣
の
活
躍
し
た
嘉
永
よ
り
後

の
た
め
、
二
代
目
貞
廣
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）
た
ゝ
ぬ
つ
く
し

大
津
絵
ぶ
し

笑
福
亭
松
鶴

作

画
師
名
な
し

縦
一
八
・
二
糎
×
横
二
四
・
七
糎

多
色
摺

画
師
不
明
な
が
ら
、
絵
は
「
関
取
二
代
勝
負
付
」
の
角
力
取
り
秋
津
島
が
鬼
が
嶽
に
打
擲
さ
れ
る
場

面
を
描
い
て
い
る
。

次
は
林
家
菊
丸
の
二
枚
で
あ
る
。
大
阪
林
屋
の
祖
を
『
落
語
系
図
』
は
「
林
屋
玉
蘭
」
「
林
屋
蘭
丸
」

と
す
る
が
、
江
戸
時
代
の
資
料
に
玉
蘭
・
蘭
丸
の
名
を
見
出
し
て
い
な
い
。
江
戸
か
ら
下
っ
た
林
屋
正
三

を
祖
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
（
拙
稿
「
上
方
の
咄
家
と
天
保
・
幕
末
期
の
流
行
唄
（
上
）
ー
薄
物
の

唄
本
よ
り
ー
」
（
『
芸
能
史
研
究
』
九
十
二
号
、1

9
8

6
.1

）
、
こ
の
一
派
は
明
治
初
年
ま
で
流
行
唄
に
多

く
名
を
残
し
て
お
り
、
菊
丸
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

（
14
）
し
や
う
ぎ

大
津
絵
ぶ
し

林
家
菊
丸

戯
作

画
師
名
な
し

縦
一
八
・
二
糎
×
横
二
四
・
八
糎

多
色
摺

天
紅

娼
妓
と
将
棋
を
掛
け
て
、
駒
の
名
を
詠
み
込
み
な
が
ら
、
娼
妓
遊
び
の
様
を
歌
っ
た
も
の
。
図
は
客

と
遊
女
が
向
か
い
合
っ
て
飲
食
す
る
図
。
上
端
に
は
天
紅
が
入
れ
て
あ
る
。

（
４
）
中
の
芝
居

大
津
画
ふ
し

林
家
菊
丸

戯
作

赤
根
屋
半
七

実
川
延
三
郎

か
さ
や
三

か
つ

藤
川
友
吉

廣
信
画

縦
一
八
・
六
糎
×
横
二
五
・
二
糎

多
色
摺

文
久
三
年
（1

8
6

3

）
十
月
中
の
芝
居
（
座
本
・
嵐
吉
万
寿
）
「
三
勝
櫛
赤
根
色
指
」
。
延
三
郎
は
初

代
。
今
日
に
繋
が
る
上
方
歌
舞
伎
の
和
事
の
芸
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
で
あ
る
。
の
ち
に
二
代

目
実
川
額
十
郎
を
名
乗
っ
た
が
、
明
治
維
新
を
待
た
ず
に
慶
応
三
年
（1

8
6

7

）
に
没
し
た
。
友
吉
は

三
代
目
。
大
阪
の
女
形
役
者
の
大
き
な
名
跡
を
継
い
だ
人
。
文
久
四
年
に
は
荻
野
扇
女
と
改
名
し
、

明
治
四
年
（1

8
7

1

）
に
没
し
た
。
浮
世
絵
師
廣
信
は
初
代
。
延
三
郎
と
友
吉
を
一
人
ず
つ
大
首
に
描

い
た
小
さ
な
絵
で
、
後
年
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
の
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
見
世
物
引
札
の
流
行
唄
替
え
歌

見
世
物
興
行
の
引
札
と
し
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
流
行
唄
一
枚
摺
の
一
群
が
あ
る
。
前
出
の
拙
稿
で

は
咄
家
が
関
係
し
た
も
の
に
限
定
し
た
が
、
そ
れ
で
も
桂
鶴
助
や
林
家
正
楽
の
も
の
が
あ
っ
た
。
以
下
の
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二
枚
は
咄
家
の
関
与
は
な
い
が
、
明
ら
か
に
そ
の
類
の
も
の
で
あ
る
。

（
12
）
時
計

大
津
ゑ
ぶ
し

上
孫

作

太
夫
元

坂
田
次
郎
紀
盛
房

画
師
名
な
し

縦
一
八
・
二
糎
×
横
二
五
・
○
糎

四
色
摺

天
紅

明
治
五
年
（1

8
7

2

）
か
。
『
近
来
年
代
記
』
明
治
五

年
の
条
の
「
難
波
新
地
に
お
い
て
見
せ
物
」
の
中
に

「
○
時
計
細
工

是
は
時
計
の
ぜ
ん
ま
い
細
工
に
し

て
、
人
形
は
た
ら
き
、
又
は
鳥
の
な
き
こ
ゑ
を
き
か

す
也
」
と
出
て
く
る
。
見
世
物
資
料
と
し
て
貴
重
と

思
わ
れ
る
の
で
、
歌
詞
を
写
し
て
お
く
（
漢
字
を
宛

て
、
清
濁
を
正
し
読
点
を
補
っ
て
、
読
み
や
す
く
し

て
い
る
。
引
用
は
以
下
同
じ
）
。
「
南
紀
よ
り
浪
花

津
へ
、
初
め
て
今
度
と
ん
で
き
て
、
ほ
う
ほ
け
き
や

う
も
片
詞
、
時
計
を
知
ら
す
庭
鳥
や
、
御
客
を
こ
ゝ

へ
呼
子
鳥
、
夜
か
ら
札
を
買
を
／
＼
烏
を
、
楽
人
た

ち
が
打
寄
て
、
太
鼓
を
叩
く
、
笙
の
笛
、
音
楽
の
遊
人
の
か
ら
く
り
、
は
た
ら
き
を
、
見
物
溝
の
側

で
、
南
地
も
言
わ
ず
と
ほ
め
ま
す
る
」

（
５
）
な
ん
ば
新
地
五
十
三
次
生
人
形
大
当
り

大
津
画
ぶ
し

細
工
人

肥
後
住
人

安
本
亀
八

口

上
あ
ま
か
ら
や

作

縦
一
七
・
七
糎
×
横
二
四
・
七
糎

三
色
摺

天
紅

明
治
三
年
（1

8
7

0

）
正
月
二
日
よ
り
、
難
波
新
地
登
加
久
屋
敷
跡
（
『
近
来
年
代
記
』
）
。
亀
八
は

松
本
喜
三
郎
と
と
も
に
、
生
人
形
師
（
の
ち
の
彫
刻
家
に
繋
が
る
）
と
し
て
著
名
。
口
上
の
あ
ま
か

ら
や
も
、
見
世
物
に
は
し
ば
し
ば
名
を
見
せ
る
。
見
世
物
興
行
に
際
し
て
は
、
辻
ビ
ラ
（
辻
番
附
）
・

錦
絵
の
類
が
多
く
の
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
一
級
の
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
種
の
引

札
も
捨
て
が
た
い
。

四
、
店
舗
引
札
の
流
行
唄
替
え
歌

店
の
引
札
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
行
楽
客
を
招
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
、
見
世
物
の

引
札
と
狙
い
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

（
11
）
大
津
ゑ
ぶ
し

梅
ち
う
の
か
へ
歌

大
阪
地
蔵
坂
上
本
町
東
南

新
梅
や
し
き

福
喜
園

廣

光
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縦
一
七
・
四
糎
×
横
二
二
・
四
糎

三
色
摺

新
梅
屋
敷
福
喜
園
の
宣
伝
で
、
大
津
絵
ぶ
し
の
「
梅
川
忠
兵
衛
」
の
文
句
の
作
り
替
え
で
あ
る
。
中

に
セ
リ
フ
、
地
唄
十
二
月
の
替
え
歌
を
挟
み
込
ん
で
お
り
、
廣
光
（
不
詳
）
に
よ
る
薄
紅
・
薄
墨
の

淡
彩
を
ほ
ど
こ
し
た
福
喜
園
の
入
り
口
が
描
か
れ
た
、
凝
っ
た
一
枚
で
あ
る
。

五
、
大
津
絵
ふ
し
・
よ
し
こ
の
等

本
来
、
歌
の
一
枚
摺
な
の
で
あ
る
か
ら
、
広
告
な
ど
の
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
粋

人
に
よ
る
各
種
の
歌
詞
の
摺
物
も
出
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
大
は
や
り

大
都
画
ぶ
し

（
八
陣
亭
）
合
ノ
亭
歌
鳴

述

縦
一
二
・
五
糎
×
横
一
七
・
六
糎

三
色
摺

絵
は
な
い
が
匡
郭
を
竹
で
、
中
に
桜
の
花
び
ら
を
散
ら
し
た
も
の
。
役
者
や
浄
瑠
璃
太
夫
な
ど
の
名

寄
せ
と
な
っ
て
い
る
。
作
者
は
こ
の
種
の
歌
詞
の
作
者
と
し
て
し
ば
し
ば
見
か
け
る
「
合
ノ
亭
歌
鳴
」

で
あ
る
。
歌
詞
の
最
後
の
「
八
陣
亭
」
が
筆
者
に
は
未
詳
で
あ
り
、
あ
る
い
は
前
項
の
引
札
の
性
格

を
持
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
芸
能
研
究
者
と
し
て
は
詠
み
込
ま
れ
た
名
寄
せ
が
興
味
深
い
。

「
当
時
流
行
る
も
の
並
べ
て
言
わ
ふ
な
ら
。
斬
髪
、
し
ゃ
っ
ぽ
ん
、
人
力

く
る
ま

車

、
役
者
は
右
団
治
に

葉
村
屋
、
坂
彦
か
。
延
若
、
福
助
、
翫
雀
、
駒
之
助
。
神
社
に
説
教
、
日
々
新
聞
。
浄
瑠
璃
、
山
四

郎
、
靫
に
春
太
夫
。
女
太
夫
は
八
重
八
、
は
ま
吉
に
、
新
内
は
馬
蝶
に
美
津
太
夫
、
芸
妓
は
房
鶴
。

ひ
ら
辰
、
小
六
に
丸
万
で
。
ち
う
／
＼
太
夫
に
八
幡
藪
、
や
わ
た
し
ら
ず
へ
み
ち
く
る
／
＼
ひ
と

八

陣
亭
」

（
30
）
□
景
一
派
竹
尽

よ
し
こ
□

ど
ゞ
い
つ
集

な
に
わ
の
栄
竹
亭

合
ノ
亭
作

縦
一
七
・
八
糎
×
横
二
四
糎

多
色
摺

破
損
で
判
読
で
き
な
い
所
は
、
□
と
し
た
。
よ
し
こ
の
は
都
々
逸
と
同
じ
七
七
七
五
の
形
式
で
、
新

作
の
歌
詞
を
作
る
こ
と
が
流
行
し
、
結
社
も
で
き
た
。
こ
れ
は
社
中
の
摺
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
「
栄
竹
亭
」
は
未
詳
。
題
は
「
竹
」
で
、
当
時
著
名
の
役
者
に
ち
な
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

上
部
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
の
紋
が
描
か
れ
て
い
る
。
末
尾
に
「
合
ノ
亭
」
の
名
が
あ
り
、
合
ノ
亭
歌

鳴
が
宗
匠
の
立
場
に
あ
っ
た
も
の
か
。

（
29
）
風
流
十
二
月

よ
し
こ
の

画
師
名
な
し

縦
一
八
・
七
糎
×
横
二
五
・
七
糎

多
色
摺

双
六
風
に
十
二
齣
に
区
切
ら
れ
て
、
十
二
月
に
ち
な
ん
だ
よ
し
こ
の
と
絵
が
描
か
れ
る
。
例
え
ば
正

月
は
「
そ
ん
な
に
凝
ら
ず
と
冷
め
な
い
よ
ふ
に
松
と
竹
と
の
末
長
く
」
に
門
松
の
前
に
立
つ
礼
者
が
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描
か
れ
る
。
題
の
下
に
本
来
画
師
・
板
元
が
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

（
28
）
〔
役
者
名
入
り
よ
し
こ
の
〕

縦
一
七
・
四
糎
×
横
二
○
・
五
糎

三
色
摺

役
者
を
詠
み
込
ん
だ
よ
し
こ
の
の
歌
詞
の
上
に
、
そ
の
役
者
の
紋
が
赤
と
緑
で
描
か
れ
い
る
。
文
字

は
墨
で
摺
物
と
し
て
は
、
あ
っ
さ
り
と
し
て
い
る
。
作
者
名
も
な
い
。
役
者
は
福
助
（
三
代
目
中
村

福
助
）
・
多
見
蔵
（
二
代
目
尾
上
多
見
蔵
）
・
葉
村
屋
（
四
代
目
嵐
璃
寛
）
・
高
島
屋
（
初
代
市
川

右
団
治
）
。
最
後
は
生
人
形
で
、
紋
の
と
こ
ろ
に
、
的
と
矢
を
描
い
て
い
る
。
横
が
短
く
、
右
端
の

題
名
が
断
ち
切
ら
れ
た
も
の
か
。

（
22
）
そ
う
だ
ん
べ
い

か
へ
う
た

縦
一
八
・
七
糎
×
横
二
五
・
六
糎

二
色
摺

「
そ
う
だ
ん
べ
い
」
節
の
替
え
歌
。
文
字
は
墨
。
黄
色
で
上
部
に
雲
形
、
下
部
に
楓
を
散
ら
す
。
作

者
名
な
し
。
一
番
の
み
記
す
と
「
腰
に
ぶ
ら
／
＼
花
や
紅
葉
に
酔
ふ
た
が
よ
い
、
こ
ち
や
楽
し
ん
で

い
る
わ
い
な
、
瓢
箪
べ
／
＼
」
。

（
20
）
淀
の
川
瀬

か
ゑ
う
た

〔
浪
花
名
所
〕

縦
一
三
・
二
糎
×
横
一
九
・
三
糎

二
色
摺

端
唄
「
淀
の
川
瀬
」
の
替
え
歌
で
、
内
容
は
浪
花
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
文
字
は
墨
。
題
名
の
下
に

赤
で
嵐
吉
三
郎
の
紋
（
吉
の
字
亀
甲
）
を
大
き
く
描
く
。
「
浪
花
名
所
の
な
、
景
気
は
見
事
、
引
ゐ

て
さ
わ
ぐ
、
や
れ
屋
形
船
、
清
き
流
れ
を
汲
む
川
竹
に
、
め
ぐ
る
大
社
へ
み
ん
な
／
＼
参
詣
、
咲
い

た
桜
の
宮
、
春
先
群
集
、
夏
の
涼
み
は
鍋
島
浜
よ
、
こ
ふ
し
た
所
は
大
湊
、
よ
き
／
＼
／
＼
／
＼
よ

い
／
＼
／
＼
」

六
、
世
相
風
刺
か
え
歌

残
る
十
四
枚
は
、
替
え
文
句
、
替
え
歌
で
明
治
維
新
前
後
の
世
相
風
刺
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。
幕
府
や

倒
幕
派
を
茶
化
す
も
の
だ
け
に
、
作
者
名
な
ど
入
れ
な
い
の
が
普
通
で
、
多
く
は
紙
の
上
に
赤
い
線
、
天

紅
が
入
れ
て
あ
り
、
遊
女
ら
が
客
に
宛
て
た
私
信
を
偽
装
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
詳
し
く
調
べ
た
こ

と
は
な
い
が
、
筆
者
も
二
十
枚
ほ
ど
所
蔵
し
て
お
り
、
現
存
す
る
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
替
え
歌
の

形
を
と
っ
た
風
聞
を
載
せ
た
瓦
版
（
事
件
報
道
）
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

（
18
）
浄
る
り

三
か
つ
替
も
ん
く

縦
一
八
・
八
糎
×
横
二
五
・
七
糎

三
色
摺
（
合
羽
摺
）

天
紅

「
艶
容
女
舞
衣
」
酒
屋
の
段
、
お
園
の
く
ど
き
を
も
じ
っ
て
、
幕
府
を
皮
肉
る
。
文
字
は
藍
色
。
女
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性
の
三
味
線
弾
き
の
横
に
太
夫
の
図
。
合
羽
摺
の
彩
色
、
画
師
名
な
し
。

（
17
）
松
づ
く
し

か
へ
歌

正
若
画

縦
一
八
・
○
糎
×
二
四
・
八
糎

多
色
摺

天
紅

右
下
に
松
の
木
、
尉
と
姥
、
朝
日
が
色
摺
で
描
か
れ
、
一
見
め
で
た
い
「
松
づ
く
し
」
の
歌
詞
の
摺

物
の
よ
う
に
見
え
る
。
内
容
は
、
徳
川
批
判
。
画
師
の
正
若
（
あ
る
い
は
正
居
と
読
む
か
）
は
、
（2

6

）

（2
9

）
に
も
出
て
く
る
が
、
不
明
。

（
16
）
ふ
じ
の
か
へ
歌

縦
一
七
・
八
糎
×
横
二
四
・
二
糎

藍
単
色
摺

絵
は
左
上
に
富
士
、
右
下
に
松
原
。
文
字
と
同
じ
藍
摺
。
「
伏
見
騒
動
は
伊
予
の
松
山
、
先
手
は
会

津
桑
名
か
一
橋
、
み
ん
な
敗
軍
し
て
舟
に
う
ち
乗
り
、
逃
げ
る
は
備
中
の
松
山
か
、
コ
レ
ヤ
コ
ン
ヤ
」
。

（
15
）
げ
ほ
う
の
は
し
ご
づ
り

大
津
絵
ぶ
し

縦
一
七
・
五
糎
×
横
二
二
・
七
糎

二
色
摺

天
紅

天
紅
と
桜
の
花
び
ら
を
散
ら
し
て
、
文
字
は
藍
色
。
「
け
い
き
（
慶
喜
）
さ
ん
恥
を
売
る
」
で
始
ま

る
危
な
い
文
句
。
も
ち
ろ
ん
作
者
名
は
な
い
。

（
13
）
大
津
画
ぶ
し

縦
一
七
・
四
糎
×
横
二
四
・
○
糎

藍
単
色
摺

天
紅

右
下
に
三
味
線
を
弾
く
女
性
の
姿
が
描
か
れ
る
が
、
文
字
と
と
も
に
藍
の
一
色
。
最
後
の
文
句
は
「
徳

川
（
皮
）
が
敗
れ
る
（
破
れ
る
）
の
も
一
つ
〔
一
橋
〕
は
罰
（
撥
）
の
技
」
。

（
10
）
新
板
大
津
ゑ
ぶ
し

御
所
の
御
固
の
御
門
を
ば
恋
じ
に
た
と
へ
て
い
は
ふ
な
ら

縦
一
八
・
九
糎
×
横
二
五
・
六
糎

緑
単
色
摺

天
紅

右
下
に
客
と
遊
女
の
座
敷
の
様
を
、
文
字
と
同
じ
緑
色
で
描
い
て
い
る
。
遊
女
の
気
持
ち
を
詠
み
な

が
ら
御
所
警
護
の
様
を
嵌
め
込
む
。

（
19
）
朝
皃
日
記

宿
や
の
た
ん

か
へ
文
句

縦
一
八
・
○
糎
×
横
二
三
・
五
糎

多
色
摺
（
合
羽
摺
）

天
紅

右
下
の
合
羽
摺
の
絵
は
「
生
写
朝
顔
話
」
宿
屋
の
段
の
深
雪
、
駒
沢

次
郎
左
衛
門
、
岩
代
多
喜
太
を
描
く
。
色
摺
の
絵
だ
け
を
み
る
と
、

「
朝
顔
日
記
」
の
摺
物
の
よ
う
で
あ
る
が
、
文
句
は
か
な
り
き
わ
ど

い
。
「
ま
た
も
都
を
騒
が
し
て
、
出
で
ゝ
は
見
た
が
大
坂
も
、
け
い

き
（
景
気
・
慶
喜
）
が
悪
く
追
い
出
さ
れ
、
行
く
所
さ
へ
定
め
な
く
、

思
ひ
思
へ
ば
こ
の
負
け
戦
、
巧
む
会
津
も
水
の
泡
、
桑
名
、
松
山
、
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大
滝
も
引
く
に
も
引
か
れ
ず
と
も
づ
れ
に
、
悲
し
／
＼
も
渚
の
船
、
あ
て
ど
も
な
け
ね
ど
と
り
乗
り

て
、
命
ば
か
り
は
逃
れ
行
く
」
。

（
27
）
伊
与
ぶ
し

伊
勢
宇
治
は
し
の
か
へ
歌

縦
一
八
・
七
糎
×
二
四
・
七
糎

藍
単
色
摺

天
紅

右
に
は
伊
勢
神
宮
と
宇
治
橋
投
げ
銭
の
様
を
、
文
字
と
同
じ
藍
色
で
描
く
。
幕
府
軍
敗
軍
の
様
を
詠

む
。

（
26
）
十
日
ゑ
ひ
す

か
へ
う
た

正
若
画

縦
一
七
・
七
糎
×
横
二
三
・
七
糎

二
色
摺

天
紅

右
下
に
十
日
戎
の
福
笹
と
鯛
、
蝶
二
羽
を
描
く
。
「
鳥
羽
伏
見
の
戦
へ
は
、
桑
名
は
す
ぐ
に
萩
か
ま

す
、
困
り
て
板
倉
淀
堤
、
伊
予
松
会
津
の
戦
い
に
、
大
坂
を
離
れ
る
一
ツ
橋
」
。

（
25
）
都
新
と
り
を
ひ

慶
四
辰
と
し

雲
龍
堂

作

縦
一
五
・
二
糎
×
横
二
二
・
七
糎

二
色
摺

天
紅

松
竹
梅
を
模
様
と
し
て
散
ら
す
。
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
は
年
号
・
作
者
名
（
も
ち
ろ
ん
何
者
か
わ

か
ら
な
い
）
を
記
す
の
は
珍
し
い
。
「
世
上
や
満
足
治
ま
り
て
…
…
…
先
、
朝
廷
の
御
治
世
を
ば
ん

／
＼
歳
と
い
の
り
ま
す
、
御
代
も
栄
て
御
目
出
た
や
」
。
鳥
追
い
歌
を
も
じ
っ
て
、
官
軍
勝
利
を
祝

っ
て
い
る
。

（
24
）
し
ん
ぱ
ん

と
り
を
ひ
か
へ
も
ん
く

縦
一
八
・
二
糎
×
横
二
二
・
九
糎

墨
単
色
摺

墨
色
の
匡
郭
の
中
に
、
文
字
の
み
。
内
容
は2

6

と
重
な
る
が
、
文
句
は
ま
っ
た
く
別
。

（
23
）
春
さ
め

つ
く
り
か
へ

縦
一
八
・
八
糎
×
横
二
五
・
七
糎

二
色
摺

天
紅

文
字
は
墨
、
薄
紅
の
桜
の
花
び
ら
を
散
ら
す
。
端
唄
「
春
雨
」
の
替
え
歌
。
「
東
路
へ
す
つ
く
り
抜

け
る
慶
喜
（
振
り
仮
名
は
「
の
り
よ
し
」
）
も
月
日
の
匂
ふ
将
軍
の
旗
に
戦
ひ
朝
敵
や
、
こ
の
世
の

騒
ぎ
一
人
し
て
憎
や
逃
れ
た
身
は
一
つ
、
会
津
桑
名
と
あ
わ
す
胸
、
御
代
を
い
ま
だ
気
儘
に
な
る
な

ら
ば
、
サ
ア
お
ふ
や
く
た
い
じ
や
な
い
か
い
な
、
ト
ウ
ド
謀
反
が
顕
れ
た
」
。

（
21
）
か
わ
竹

か
へ
歌

正
若
画

縦
一
七
・
六
糎
×
横
二
三
・
六
糎

多
色
摺
（
合
羽
摺
・
吹
き
付
け
）

正
若
画

天
紅

右
下
に
池
の
鴛
鴦
の
図
。
文
字
は
墨
。
端
唄
「
川
竹
」
の
替
え
歌
。
「
都
に
浮
名
を
残
す
、
一
橋
、

会
津
桑
名
に
松
山
も
、
萩
と
く
つ
わ
に
追
い
寄
せ
ら
れ
、
別
れ
に
城
を
焼
き
は
ら
ひ
、
東
行
き
と
は

馬
鹿
ら
し
や
」
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（
９
）
梅
川
忠
兵
衛

大
津
絵
ぶ
し

つ
く
り
か
へ

縦
一
八
・
四
糎
×
横
二
四
・
六
糎

二
色
摺

天
紅

文
字
は
墨
、
赤
で
花
び
ら
を
散
ら
す
。
梅
川
忠
兵
衛
の
大
津
絵
節
の
替
え
文
句
。
「
大
坂
を
立
ち
出

で
ゝ
異
国
の
姿
が
眼
に
た
ゝ
ば
、
蒸
気
船
に
身
を
隠
し
、
頃
は
霜
月
十
二
日
、
二
十
日
余
り
に
工
み

し
計
略
も
、
う
つ
て
変
は
つ
て
へ
ち
や
も
く
れ
、
今
よ
り
大
事
の
宮
様
や
、
お
旗
ま
で
出
さ
し
ま
し

た
も
会
津
ゆ
へ
、
さ
ぞ
板
倉
け
れ
ど
も
お
腹
を
切
て
、
異
国
へ
行
て
じ
や
と
諦
め
一
つ
橋
」


